
　　　　　　　・研究責任者：

　2006年1月1日～2022年8月31日

　当院通院中もしくは通院歴のある膠原病症例

１．研究課題名

２．研究の対象患者

３．研究の対象期間

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ

　　　　　　　電話：0479-63-8111㈹

　　　　　　　・臨床研究支援センター

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。

４．研究の概要

５．研究実施予定期間

６．研究に用いる試料・情報の種類

７．お問い合わせ先

　　（連絡先）地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院

　2019年11月20日～2023年3月31日

アレルギー・膠原病内科　加々美新一郎

　　本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

　　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書

　及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。

　　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

　ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも

　患者さんに不利益が生じることはありません。

　　近年、本邦では高齢化が著しく、膠原病症例においてその予後は不明な点が多い。感染症、心血管

　イベント及び悪性腫瘍などの発症に関して後方視的に解析する。

　研究対象者背景：年齢、性別、既往歴、合併症、定期内服薬、家族歴

　臨床症状：疼痛、こわばり感、倦怠感、発熱、体重減少、頭痛、視力異常

　血液検査：一般血液検査(血算、白血球分画を含む)、生化学検査(TP,Alb,AST,ALT,LDH,ALP,γ-GTP,

　　T-Bil,UA,BUN,Cre,Na,K,Cl,Ca,IP,CRP,ESR,BS,HbA1c,Ferrtim)、免疫学的検査(RF,IgG,IgA,IgM,

　　C3,C4,CH50,ANA,MPO-ANCA,PR3-ANCA,sIL-6,sIL-2R)、腫瘍マーカー

　尿検査：蛋白、潜血、沈査

　生理検査：心電図

　画像検査：レントゲン、超音波検査、ＣＴ、ＭＲＩ、ＰＥＴ-ＣＴ、Ｇａシンチ

　治療内容：ステロイド剤、免疫抑制剤の投与量、投与期間

　転帰：死亡(までの期間)

　自己免疫疾患における予後の解析


